
Hyogo Prefecture

令和６年能登半島地震 珠洲市道災害調査支援
１ 概要
・珠洲市から調査依頼を受けた国土交通省 北陸地方整備局 TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）などと協力
し、市民生活に影響がある市道の被害状況調査を実施

２ 調査状況

３ 今後の対応

【活動期間、派遣人員】 １月20日(土)～26日(金) 土木技術職員４名

・市道２路線約３kmについて、現地で測量を行い、延長、高さなどの被災概要、概算復旧工事費をとりまとめ
・道路斜面の大規模崩壊、市街地の家屋・電柱倒壊など多数あり。
・橋梁では落橋など致命的な被害は限定的。（砕石等で段差をすりつけて通行）

・引き続き、現地の状況を継続的に情報収集し、災害復旧業務を支援していく。
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1福井県・神戸市・近畿地整との共同調査

通行可能な残工区を手分けして調査
進捗状況を各団体と共有
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珠洲市道の被災状況調査

市道28号（珠洲市若山町）

2

歩道のひび割れも大きく、
歩行者が歩くには危険な状態
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3珠洲市道の被災状況調査

兵庫県土木部とは、遠隔支援により現地から状況報告を実施
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兵庫県庁への状況報告（遠隔支援）
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市街地（珠洲市飯田町）

降雪により被災状況の確認が困難。

外作業ができる期間は限られている。

珠洲市道の被災状況調査
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市道14号（珠洲市宝立町）

道路の被災状況

落石により通行不能
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市街地（珠洲市飯田町）

道路の被災状況

道路啓開がおわっておらず、調査に入れない
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県道28号（珠洲市馬緤町）

外浦側は応急工事も手付かずの状態

道路の被災状況
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市道335号（珠洲市若山町）

8
液状化によりマンホールが50㎝~１ｍ程度飛び出し

道路の被災状況
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国道249号（珠洲市宝立町）

橋梁の被災状況

車道部は採石により段差を解消し、通行可能
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市街地（珠洲市飯田町）

１F部が津波で浸水。まだ手付かずの状態

津波による被災状況
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珠洲市役所（珠洲市飯田町）

支援状況（支援団体の車両）

宿泊スペースが確保できないため、

キャンピングカーを調達している団体もある
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市街地（珠洲市飯田町）

現地の給油状況

珠洲市内では緊急車両しか

給油できないGSもある
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関西広域連合での支援 兵庫県の対口支援先＝珠洲市

１月８日 珠洲市から、兵庫県のリエゾンに対してし尿業務支援要請

・各避難所で発生するし尿の一時貯留場所への搬出調整

・一時貯留場所から市外の処理施設への搬出調整

１月11日から し尿業務支援班（環境科学職２名）を派遣

珠洲市派遣 し尿・がれき処理支援班活動報告

【し尿業務支援の開始】

し尿業務支援班（避難所支援班と合同出発）

１
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環境建設課環境係に、現状課題や逼迫している以下の問題を聞き取り

・環境係３名でし尿・廃棄物・火葬場・犬猫関係業務を担当、深刻なマンパワー不足

・仮設トイレ設置、し尿収集等の問合せが殺到し、職員が個々に対応

・応援派遣されたし尿収集車が、必要な頻度でし尿を回収できていない

・被災家屋からの片付けごみ、解体がれきを受け入れる仮置場の検討ができていない

→新たなニーズ

【珠洲市役所の環境建設課でのヒアリング】

収集業者との協議

２
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配車計画の見える化（地図に落とし込む作業の自動化）

① し尿業務支援班： ｢し尿処理関係確認シート｣を作成

② 避難所支援班：｢確認シート」を用い、避難所の要望をきめ細やかに聴取

③ し尿業務支援班：聴取結果を用い、「し尿収集車配車計画システム｣を作成

⇒④ 珠洲市：「配車計画システム」用い、避難所のし尿収集頻度を適正化、収集を効率化

し尿の一時貯留場所（浄化センター受入槽）の搬出入管理を行うよう調整

支援内容

課題

②【避難所支援班】
確認シートを用いたヒアリング

避難所仮設トイレ

④【珠洲市】
し尿収集車を配車

珠洲市浄化センター
で搬出入管理を調整

【し尿業務支援班による支援】
３

①【し尿業務支援班】
し尿処理関係確認シートを作成
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③【し尿業務支援班】
し尿収集車配車計画システム
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珠洲市役所で把握した新たなニーズを受け、

１月17日から がれき処理支援班（環境科学職２名、神戸市１名）を派遣

支援内容：片付けごみ、解体がれき等の仮置場の設置・運営支援

【がれき処理支援の開始】

４

がれき処理業務支援班
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被害家屋の状況

搬入にあたっての分別の周知徹底

スムーズな片付けごみ搬入の確保（臨機応変なレイアウト変更、導線確保による渋滞の予防等）

二次災害の予防（火災など）

被災家屋からの片付けごみ、解体がれきを受け入れる仮置場の準備

発生量推計、仮置場レイアウト検討など、珠洲市に合った仮置場の設定を検討

仮置場開設に向けた住民への周知方法の提示（わかりやすく工夫したチラシの提案）

支援内容

課題

【がれき処理支援班による支援】

珠洲市・環境省・石川県・事業者と協議

仮置場候補地の現地確認

仮置場のレイアウトイメージ
（兵庫県災害廃棄物処理計画）

５



その日の状況に応じ、校務（事務）の整理、授業補助、教職員・児童生徒への心のケア、校内清掃、防災教育、
登下校指導等を支援。

１．派遣の概要
第1次、第２次先遣隊の派遣を踏まえ、各学校の子ども達や教職員の安心・安全を確保し、安定した学校再開・運営を行えるよう、
各学校等の課題に応じたきめ細やかな支援を実施。

【派遣先】
珠洲市教育委員会事務局、珠洲市立小学校、珠洲市立中学校、珠洲市立小中学校、県立飯田高等学校

【派遣期間、派遣人数等】
〇第１次派遣（14名）： 1月15日（月）～1月19日（金）
〇第２次派遣（14名）： 1月22日（月）～1月26日（金）
〇第３次派遣（12名）： 1月29日（月）～2月 2日（金）

２．支援の状況等

今後も各学校の状況を踏まえながら、継続的に支援。

令和６年能登半島地震に係る震災・学校支援チーム（EARTH）の派遣について

１



【参考】学校の様子

２

【みさき】授業（オンライン含む）（1.22）

【直】掃除（1.22）

【大谷】授業（1.23）

※写真は各学校HPに掲載されているものを許諾を得て使用。

【宝立】3学期スタート（1.22）

【正院】給食（1.22）

【直】全校集会（1.15）

【みさき】休み時間（1.22）

【正院】朝の会（オンライン）（1.23）


